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平成 26年度
地域福祉座談会中間報告
【１回目座談会のまとめ（地区別）】

南区社会福祉協議会
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新飯田地区 地域福祉座談会 

【実施概要】 

＜第１回＞ 

○実施日時：平成 26年 7月 3日（木）19：00～21：00 

○会場：新飯田地域生活センター 

○参加人数：32名（4 グループ） 

＜第２回＞ 

○実施日時：平成 26年 9月 8日（月）19：00～21：00 

○会場：新飯田地域生活センター 

○参加人数：  名（ グループ） 

【第１回：現計画の振り返り（評価）を抜粋】

１．誰にとっても安心して安全に暮らせる地域づくり 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○各家庭で災害時の避難

について話し合うようにす

る 

○誰にとっても安全に避

難できるよう、避難所の安

全について検討を続ける 

○要援護者の避難体制づ

くり 

・自主防災訓練により、家庭

内で話し合いをする機会にな

っている 

・避難所の耐震性の見直し 

・自主防災会による避難訓練

・各自治会が要援護者の名簿

をもとに人数や状況を収集す

る訓練を実施 

・防災訓練により、各々の家庭で

防災対策をしており、関心が高い 

・避難所（保育園、小学校）の耐震

強化ができた 

 しかし、地域生活センターは？ 

・避難体制づくりを明確化 

・隣近所の雪かきは支えあいで行

っている 

・避難所が手狭なので、それらの対

策を検討しなければならないので 

・住民にとって安全な避難所が必要

なので 

・身近な要援護の人だけを支援して

いるだけなので 

継続 

・海抜が高く、水害よりも地震・火災・

雪害等への関心が高い 

継続 

・避難所兼スポーツのできる大型施設

があると安心できる⇒要望 

継続 

・新飯田地区は防災無線が聞こえない

・隣接市（三条・燕・加茂）との協力体制

が必要 

座談会の様子 成果物 
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○地域ぐるみで防犯に取

り組む（子どもの安全・見

守りも含めて） 

○防犯面からの環境整備

を図るための検討を続け

る 

・交通安全協会による登校時

の街頭指導（春・秋） 

・自治協議会長、青少協によ

る防犯パトロール 

・公園維持管理協議会が公園

の整備、トイレの清掃活動

（15 年程、月1回活動） 

・自主防災会の避難訓練には、地

域で声を掛けあって参加 

・リアカーを整備しての訓練 

・小川もあり、メダカもいる誇れる

公園 

・冬はかまくらづくりやキャンドルな

どのイベント会場になる 

・事件などもなく、安心安全に暮ら

せる地域にしたいので 

・公園の環境整備もされ、きれいで

気持ち良い 

継続 

継続 

2．一人ひとり違うことを分かりあおう 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○世代・立場の異なる人

同士が一緒に学ぶ・遊ぶ

機会として、勉強会・ワー

クショップ・講演会等を企

画する 

○地域の人が集まる場を

つくり、お互いを知る機会

を増やす 

・ウォーキング、コンサート、ス

キー教室、カーリング教室、文

化講演会、ピラティスヨガ、小

学校地区合同運動会、ソフト

ボール大会、カレンダーづく

り、写真コンテスト、自主防災

訓練、アロママッサージ、キャ

ンドルづくり、読み聞かせ、ふ

るさとキャンプ（小学校で）、

伝統芸能継承等々 

・保健会による世代間交流、

ふれあい茶の間交流、乳幼児

をもつママたち交流 

・敬老会では地域住民による

演劇を予定 

・新飯田祭り 

・老人クラブ（2クラブ）活動も

・活動の強化により、各世代の活

性化が図られている 

・保健会の世代間交流は、地域の

高齢者と子供たちが遊ぶつどいで

参加者は楽しみにしている 

・地域の繋がりやふれあいが強化

されている 

・地域の世代間のつながりが深まっ

ているので 

・地域の世代間のつながりが深まっ

ているので 

継続 

継続 

・誰もが気軽に集まれる場が必要 

空き家の活用はできないか 
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活発 

3．みんなの「力」が発揮できる地域にしよう 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○高齢者の知恵を、子ど

もたちへ伝承する 

○地域の人の「経験・力」

を生かせるよう工夫する 

・世代間交流で、昔遊びや笹

団子づくり等をとおして、高

齢者の知恵を教える 

・芸能伝承の会（芸能教室） 

・新飯田の歴史をまとめた本

がある 

・スキー教室でスキー授業 

・ふるさとキャンプでテントの

設営と調理を体験 

・笛、太鼓の伝承 

・大名行列 

・子供みこし、天神様、地蔵様

などの祭り 

・農業体験 

・みそづくり体験 

           など 

・地域が豊かになった 

・大人が一生懸命になった 

・地域の人たちがみんな顔見知り 

・地域が豊かになる 

・関わった人同士が自然に挨拶を

している 

・世代間交流の場が引き続きあると

良い 

・低学年と高学年など、対象別にで

きると良い 

・意識して行うことも大切なので 

継続 

継続 -
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茨曽根地区 地域福祉座談会 

【実施概要】 

＜第１回＞ 

○実施日時：平成 26年 6月 5日（木）１9：00～21：00 

○会場：茨曽根地域生活センター 

○参加人数：25名（4 グループ） 

＜第２回＞ 

○実施日時：平成 26年 8月 28日（木）19：00～21：00 

○会場：茨曽根地域生活センター 

○参加人数：  名（ グループ） 

【第１回：現計画の振り返り（評価）を抜粋】

１．高齢者の楽しい地域づくり 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

① 老人クラブの活動を

充実させる、老人クラ

ブを増やす 

② 地域の茶の間をつくる

・3 地区にクラブができていな

いので何とか進めたい 

・庚なし～だいぶ前に解散 

・東萱場は元気会がある（月1

回） 

・清水、上茨～かいろう会あり

・道潟、新村～老人会あり 

・下茨～五九朗会に改名 

 畑づくり、神社清掃、日帰り

旅行、収穫祭等 活発に活動 

・下茨地域で茶の間を開催す

ることができた 

・庚なし～グループで活動し

ている 

・まとめてくれるリーダーが不足し

ている 

・リーダーを増やす必要がある 

・リーダーは交代していないが、補

助する人がいる（役員体制） 

・役員は負担が大きく、なり手がい

ない 

・補助金申請等の手続きが厄介 

・会員が減少（70前は入らない） 

・年をとっても仕事がある 

・今の会員は熟した老人が多い 

・清水、上茨、丸潟、東萱場、道

潟、新村の茶の間は順調に開催さ

れている 

・庚～中途半端会 

・現状を維持しながら老人クラブの

活動を充実させる 

・仲間づくり、老人クラブの予備軍を

つくる 

・下茨（寄日会）の仲間づくりから発

展させる 

・茶の間を継続して、集まる場所が

あったほうが良い 

・集まりがあると情報交換の場にな

る 

継続 

・活動の充実を図る 

継続 

・達成したが継続 

座談会の様子 成果物 
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  地域の茶の間をつくる 

③ 閉じこもっている人を

誘い出す 

・70～80代は畑仕事 

 80 代後半～茶の間に行く 

・活発に動いている地区とや

れない地区がある 

・90 歳以上になると出れない

人が多い 

～地域の人が顔を見に行くこ

ともある（東萱場） 

・清水は農休日をあてているため、

参加しやすい 

・女性が多い、男性は酒が無いと

だめ 

・80代が多い～果樹どころの特徴

で、家族の戦力になっている役割

が生きがい 

・会うのが楽しみ 

・全サロンを茨曽根で集まってもよ

い 

・新しいことを取り入れたい 

・補助金申請手続きが面倒 

・同級会と同じ、一度足を踏み入

れるとよい 

・何度も声をかけ誘い出しましょう

・自治会長の協力があることで、続

けられる～場所、活動の提案 

・楽しくないと！ 

・小単位⇒大単位を作っていく 

・自宅に「元気らかね？」と訪問する

ような事業があっても良いのでは！ 

・今、訪問しているのは民生委員さ

んくらい 

・民生委員さんに協力できる人がい

ても良いのでは 

継続 

・シフトチェンジ 

継続 

・高齢者は今後も増えるため 

２．こどもたちの安全な地域づくり ～セーフティスタッフ活動に取組もう～ 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

① 下校時に合わせて大

人が気を配る 

・下校時においては地区の皆

さんが気にするようになった 

・ながら活動が定着した 

・子どもたちの挨拶も活発になって

きた 

・茨曽根ではとても活発 

・顔見知りになった 

・120％ 
継続 

・今後も引き続き取り組む 
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② セーフティスタッフ活

動に取組む 

③ 子どもにも、地区の取

り組みを伝える 

・各地域から 2 名ずつ交通安

全委員を選出した 

・白南中では環境安全委員会

の委員長がセーフティスタッフ

を兼務（年 1～2回） 

・小学校は 3役がスタッフ 

・小中学校のセーフティスタッ

フ会議が 7月に開かれている

・全市でのミーティングもあり 

・危険ケ所の確認 

～コミ協のものとは別 

・学校の朝会で顔見せをやり、

子どもたちに活動を伝えるこ

とができた 

・卒業してからも地域の人たちが

子どもたちに声かけができている 

・子ども 110番の家～各集落に2

軒くらい 

・6 年前は挨拶が盛んだったが、今

はあまりない 

・地域では 6 名のセーフティスタッ

フが誕生した～増やしたい 

・オレンジのジャンパーで活動中 

・携帯も活用 

・学校と地域の活動は別々で、お

互いよくわからない 

・地域で福祉活動に関わっている

人たち（民生委員等）相談できる

人を知りたい 

・子どもたちが顔を覚えてきた 

・声を出して話しかけるようになっ

た 

・大人も子どもの名前を覚えるく

らいになると良い 

・地域の運動会等、交流が少なく

なった 

・地域（学校）の行事・ウォーキン

グ、バーベキュー等で交流。セーフ

ティスタッフも活躍 

・イベントは多いが（下茨）子どもは

ゲームをしている 

・子どもがいない所もある 

・学校で知らない人に声をかけら

れても話さないように指導がある

のかも… 

・以前のように挨拶するようになっ

てほしい 

・大人が興味を持っていないのでは

・子どもが外に出ない～忙しい 

・学校と地域のセーフティスタッフ

との交流、連携が必要 

・学校開放～グランド使用、畑作

り、田植え、草刈り、夏祭り等、学

校とのつながりがあると良い 

～学校からの要望があれば… 

・「茨曽根応援団」⇒時間的な面で

子どもたちと交流できない 

・交通安全週間は伝わっている？ 

・屋号など大人の中でもわからな

い事がある。 

・屋号の標記がほしい 

・子どもたちがなじむには、親とそ

の上の世代の皆さんが一体化した

らどうか（事業等） 

・27 年度に児童館～高齢者もいっ

しょに「参加型イベント」を実施し

たい 

継続 

継続 
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庄瀬地区 地域福祉座談会 

【実施概要】 

＜第１回＞ 

○実施日時：平成 26年 7月 4日（金）１9：00～21：00 

○会場：庄瀬地域生活センター 

○参加人数：18名（3 グループ） 

＜第２回＞ 

○実施日時：平成 26年 8月 20日（水）19：00～21：00 

○会場：庄瀬地域生活センター 

○参加人数：  名（ グループ） 

【第１回：現計画の振り返り（評価）を抜粋】

１．“みんなの居場所”づくり ～誰もがいつでも気軽に集える場を～ 

推進目標 目標達成のために実施した主な活動 活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○歩いて来られる場所に

集いの場（地域の茶の間

等）をつくる 

○男性・女性・障がい者・

高齢者・子ども…の交流

の機会をつくる 

○忙しい地域からも参加

できる工夫を検討する 

・今ある茶の間の開催 

（菱潟でお茶の間、次郎門小屋の茶の

間、親友会、新道島クラブ、優心、じじ

会等々） 

・自治会、子ども会中心のお楽しみ会を

実施（8月） 

・夏祭り（子供みこし）、しなの園祭り、

音楽会、お寺で音楽会、ママさんバレー

等 

・桜まつりやライトアップ 

・庄瀬農村祭り 

・参加者が固定化されつつあり、女

性ばかりで、高齢化している 

・若い人の集まりがない 

・子ども、障がい者、高齢者等、区

別なく地域住民として、参加出来

ている 

・夜も桜鑑賞ができる 

・写真コンテストがある 

・市がなくなり、集まる場所を求めている

のではないか 

・祭りなどで交流の機会はあるが、青年

団や運動会がなくなり、地域行事が少な

くなった 

・農休日がなくなり忙しいが、整地をして

桜をもっと植え、盛り上げたい 

継続《拡大》 

・集会場を有効活用 

・優心の活用 

・小学校「ひまわりサロ

ン」開催予定（子育て中

の親世代） 

継続《若者世代へ》 

・若者世代が『中心とな

り、地域をかけていく必

要がある 

継続《拡大》 

座談会の様子 成果物 
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○閉じこもってしまう方々

を既存の事業（見守り事

業、安否確認等）で集いの

場に誘う、声かけする、情

報を伝える 

○集まる機会を増やし

て、情報交換の機会とす

る 

○集いの場をボランティア

活動の場とする 

・老人クラブ健生病院班会の実施 

・民生委員の見守り活動の実施 

・自治会の集会場で高齢者が集まる機

会はあるが、なくなった行事や会も多い

（運動会、婦人会、老人会、子ども会

等） 

・取り組むことができなかった 

・コミ協の環境部会では、球根植え、ク

リーン作戦、空き缶ひろい（白南中学） 

・庄瀬地区内で老人会が 2 班ある

が、会員が減少 

・農作業もあり、閉じこもっている

人は少ないのでは 

・今は地域で意識して声かけをし

ていない 

・なくなったものもあるが、農村公

園祭りや桜まつり、保全会の花植

えがある 

・個人でボランティア活動をしてい

る人はいる 

・これから高齢者の一人暮らしや高齢者

のみの世帯が増えるので声掛けは必要 

・地域交流や世代交流は必要なので 

・声掛け、安否確認など、ボランティア活

動は増えていないので（ボランティアを増

やしたい） 

継続 

継続 

継続 

２．安全で安心な地域づくり 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○子どもたちの下校時の

安全を地域で守る 

○平日の日中、庄瀬に残

る人たちでの支え合う体

制を話し合い、災害時に

備えられるようにする 

・登下校時の声かけ見守りの

実施 

・小学校でも年間をとおして

あいさつ運動を実施 

・民生委員による運動 

・子どもたちの見守りのため、

自転車でついていく 

・災害時での連絡方法 

・高齢者への民生委員、自治

会による見守り、訪問活動 

・早期に自主防災組織を結成

（24 自治会で毎年避難訓練）

・最初のころは恥ずかしそうだったが、子ど

もから笑顔で返事が返ってくるようになった 

・１自治会の世帯数も少なく、比較的目が行

き届いている 

・災害発生したとき、安否確認の方法とし

て、自治会と協力、各携帯電話番号記入書

に参加依頼中⇒できあがったら各家庭に配

布予定 

・子どもは減少している（子どものいない

自治会は 3自治会） 

・現在は個人の力に頼っているところが大

きい 

・さまざまな立場からの見守りをさらに

広げる必要がある（組織的な見守りへ） 

・高齢者同士が声を掛けあえる地域にし

なければいけない（高齢者同士の見守り、

安否確認等） 

継続 

継続 

＊自治会長と民生委員の連携が弱く、わからないことが多い 
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小林地区 地域福祉座談会 

【実施概要】 

＜第１回＞ 

○実施日時：平成２６年４月１９日（土）１６：００～１８：００ 

○会場：小林地域生活センター 

○参加人数：２９名（４グループ） 

＜第２回＞ 

○実施日時：平成２６年６月２６日（木）１９：００～２１：００ 

○会場：小林地域生活センター 

○参加人数：  名（４グループ） 

【第１回：現計画の振り返り（評価）を抜粋】

１．高齢者・障がい者・子どもがつながりを感じられる交流の機会を充実させる 

推進目標 目標達成のために実施した

主な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了

○自治会での目的や年齢

にこだわらない定期的な

集まりを開催する 

○高齢者に限定したお茶

の間だけでなく、若い世

代を含めて集まれる場を

実施する 

○単発でなくその後の繋

がりを感じられる活動を

する 

○祭りのようなイベント

を検討する 

・子ども会 

・春秋の祭礼 

・防災会 

・子ども見守り隊 

・防犯パトロール 

・運動会、卓球大会 

・カーリング大会 

・文化祭、敬老会 

・ひな祭りコンサート 

・地域の茶の間 

・ふれあい昼食会 

・歳末訪問活動等声掛け 

・コミュニケーションがとれるようになった 

・不審者等、子どもの事故を未然に防いでいる 

・防災会の組織が強化された 

・空き巣など効果があった 

・親が一生懸命でイベントをとおして住民どうしの繋

がりが生まれている 

・地域の茶の間が自治会単位で広がる 

・ボランティア意識が高まる 

・健康への意識が高まる 

・ふれあい昼食会は一人暮らし高齢者や障がい者に定

着した 

・交流の場は情報交換の場でもあり、

住民同士のコミュニケーションを活

発にし、つながりを深めるので 

活動は継続 

座談会の様子 成果物 

-
1
0
-



２．地区の皆が地域活動情報を知る 

推進目標 目標達成のために実施した

主な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了

○チラシを配布するだけ

でなく声をかけ、直接一

生懸命誘う！！ 

○地区の各団体の役員に

なることで地区活動を知

ることができるため、役

員を増やすことを検討す

る 

○地区住民も積極的に情

報を得る努力をする 

・年３回の声掛け訪問 

・コミ協の部会、専門班の組

織化 

・自治会長協議会との連携活

動 

・コミ協だよりの発行回数を

増やし、写真など見やすくし

た 

・地域の関係団体と災害時の

検討を重ねた 

・民生委員を軸にして、地域の中で定着している 

・小林コミ協で学童保育事業をスタートし、ボランテ

ィアが集まる 

・自治会長協議会の代表をコミ協理事とし、情報・運

動方針の共有を図る 

・地域住民に読まれている 

・町内独自の課題を共有することができた 

・普段から情報が住民に届くことは災

害時にも有効なので 

・情報が届かないと活動に参加できな

いので 

活動は継続 

-
1
1
-



臼井地区 地域福祉座談会 

【実施概要】 

＜第１回＞ 

○実施日時：平成 26年 6月 10日（火）１9：00～21：00 

○会場：臼井地域生活センター 

○参加人数：15名（2 グループ） 

＜第２回＞ 

○実施日時：平成 26年 8月 19日（火）19：00～21：00 

○会場：臼井地域生活センター 

○参加人数：  名（ グループ） 

【第１回：現計画の振り返り（評価）を抜粋】

１．交流・仲間づくりができる集まる場がある地区 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○地区の既存組織を大切

に育てるとともに連携する

○既存の事業を活発にす

る（狸の婿入り、敬老会、

祖父母会、運動会、子ど

も祭り） 

○送迎も含めてだれでも

参加できる方法を検討す

る 

・複数回での会議、集まり 

・定期的なお茶の間活動 

・各種事業達成のための会

議、部会等の実施 

・運動会、子ども祭りはなくな

った 

・祖父母会はできなかった 

・敬老会は自治会で送迎して

いるところもある 

・2 か月に 1 回のコミ協総務委員

会での発言、参加 

・住民の交流の場となっている（3

か所） 

・狸の婿入り：写真コンテスト、中

学生の参加がある 

・敬老会：子どもたちのダンスあ

り、世代交流が図れた 

・棒おどり（伝統芸能）を中学校の

体育祭で披露 

・ 

・世話人と会場に課題があるが、住

民の交流の場なので 

・世代交流は活発になったが、地域

全体の交流イベントがあったほうが

いい 

・臼井地区は範囲が広いため、移動

手段の検討は必要 

継続 

・世話人と会場が課題 

継続 

・地域全体の交流イベントがほしい 

継続 

・移動手段がないとイベントにも参加で

きない 

座談会の様子 成果物 

-
1
2
-



○事業者も地区の一員、

積極的に交流を図る 

・デイうすいの感謝祭（食推、

中学生から協力） 

・中学生と合同防災訓練 

・施設と地域の交流が図れる ・イベントとして認識されている 
継続 

２．ボランティアや地区活動を理解し関心をもてる地区 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○あいさつ運動を実施す

る（希薄になった人間関係

を取り戻すためにも） 

○ボランティアや地区活

動に一度でも強制でなく

自主的、積極的に参加す

る 

○行事と活動の情報提供

と PR に努力する 

・標語、ポスター募集 

・のぼり旗の作成 

・月 2 回、小中学校の校門前

であいさつ運動（地区社協、

コミ協、ボランティア） 

・あいさつ運動への参加 

・食育・生活指導を行っている

（食推） 

・福祉施設でのボランティア活

動、感謝祭の開催、花植え、

カーリング 

・カレンダーの作成 

・コミ協だより（全戸配布） 

・優良作品の選定、表彰 

・標語、ポスターの印刷、配布 

・のぼり旗の設置 

・街頭での立会、指導 

・声掛けをすれば相応に参加協力

してくれるボランティアが多い 

・学校行事等を含む各月カレンダ

ーを作成（標語とポスターを入れ

てある） 

・充実した活動になっている 

・各部会の活動がわかる写真を活

用して地域の情報を発信していく

（活用できるものを！） 

継続 

・今後も引き続き取り組む 

継続 

・取り組みは継続 

継続 

-
1
3
-



大郷地区 地域福祉座談会 

【実施概要】 

＜第１回＞ 

○実施日時：平成 26年 6月 24日（火）１9：00～21：00 

○会場：大郷地区地域生活センター 

○参加人数：8名（1 グループ） 

＜第２回＞ 

○実施日時：平成 26年 8月 7日（木）19：00～21：00 

○会場：大郷地区地域生活センター 

○参加人数： 9 名（1 グループ） 

【第１回：現計画の振り返り（評価）を抜粋】

１．支えあいの関係づくり 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○隣近所と普段からコミュ

ニケーションを持つ（あい

さつ声掛けをする） 

○昔ながらの声を掛け合

う関係を若い世代に継承

していく 

○せっかくまだ残っている

隣組の良い部分をうまく

伸ばしていく 

・あいさつ運動の強化週間の

実施（大鷲小、白根北中） 

・昔ながらの住民同士の挨拶

は実施 

・大鷲夜祭は盛大 

・村祭りは子供が少なくなり運

営が大変 

・しめ縄つくりで世代間交流 

・最近は冠婚葬祭時のみの関

係 

・学校側も力を入れており、生徒も

はっきりと話してくれるようになり、

効果は上がっている 

・多世代が交流する祭りは、夜祭は

盛大で、子どもと親が大勢集まる

が、一方で子供が減少し、寂しく

なった村祭り 

・隣組の活用は見当たらない 

・永遠のテーマであり、これからも地

域を支えていくうえで、挨拶は基本 

・挨拶は続いているが、近所の関係

は希薄化 

・まだ不十分 

・親と子がつながることで、地域もつ

ながる～多世代交流は大切 

・地域交流イベントなどを実施しな

がら声を掛け合う関係を伝えなけれ

ばいけないので 

・隣組を活用して緩やかな見守りを

実施したい 

継続 

・大人から積極的に子供に声をかけ、

子供の目線で挨拶を 

継続 

・小学校とタイアップすることが大切 

継続 

座談会の様子 成果物 

-
1
4
-



２．集まる場づくり～年代、目的に関わらない誰でもいつでも寄れる場所を目指して 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○情報の宝庫である“地

域生活センター“を拠点に

情報や行事を発信し、各

集会場へ広げていく 

・茶の間の立ち上げ（下大郷

１、郷の会） 

・学童クラブ、サークル活動、

子育てサロン、コミ協行事 

・学童クラブや子育てサロン等で

もセンターを活用 

・行事も盛りだくさんでコミ協が理

解されてきた 

・健康寿命を延ばす 

・一人暮らしの方が外に出られる

ような集まる場づくりをしたい 

継続 

＜その他＞ 

・除雪の仕組みをつくろう（堆肥の機会を使った取り組み） 

・災害時の近所との声掛けあう仕組みをつくりたい 

・災害マップをつくりたい（小学校、肢体不自由児父母の会）

-
1
5
-



鷲巻地区 地域福祉座談会 

【実施概要】 

＜第１回＞ 

○実施日時：平成 26年 6月 12日（木）19：00～21：00 

○会場：鷲巻地域生活センター 

○参加人数：18名（3 グループ） 

＜第２回＞ 

○実施日時：平成 26年 9月 4日（木）19：00～21：00 

○会場：鷲巻地域生活センター 

○参加人数：  名（ グループ） 

【第１回：現計画の振り返り（評価）を抜粋】

１．集落に集いの場をつくる 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○各集会所を拠点とする

体制づくり 

○多世代交流の（機会）場

をつくる 

・茶の間の新規開設（中鷲の

木地区） 

・大鷲夜祭り 

・桜町集会所を利用したサー

クル活動あり（卓球、カラオケ

等） 

・桜灯篭祭り 

・公民館事業（調理教室） 

・植栽活動 

・鷲巻地区保全会の立ち上げ

・「はたちの会」（中鷲の木地区で

毎月２０日開催）は、毎回１０名以

上参加し、定着している 

・小学校と連携し、ブラスバンドや

よさこいソーラン、伝統芸能（宮の

ぼり囃子）や北中の応援団にも協

力してもらい、多彩な内容となった

・地域の環境整備活動（２６年度か

らは鷲巻全体に）で、地域の繋がり

や子どもの顔が見える 

・中鷲の木地区だけでなく、他の地

区にも広がってほしいので 

・新しい世代交流活動ができてお

り、地域全体で盛り上がるので 

・小さい子供が集まる行事は自然と

他の世代も集まる 

⇒交流の場をつくる 

継続 

・参加者が女性のみ 

・各集落につくるにはリーダーが必要 

継続 

座談会の様子 成果物 

-
1
6
-



○既存の事業の拡充（お

茶の間） 

○ボランティアリーダーの

育成を図る 

○老人クラブとの協働 

・下鷲の木桜町、鷲巻いきい

きサロン～集まる人が少なく

なってきている 

・ 

・集落ごとの老人クラブはな

いが、地区のクラブはあるも

のの、活動状況がよくわから

ない 

・ 

・ 

・今ある茶の間を継続していくこと

が大切なので 

・リーダーがいない 

・ 

継続 

・警察や社協等から講師として来ても

らい、勉強会等をやれたら 

・大郷と鷲巻で合同に行うことも必要

では（参加者を増やすと集まる人も増

える） 

継続 

・リーダーを育てる仕組みが必要 

（行政、社協、コミ協に期待！） 

継続 

終了 

・老人クラブが減少し、一緒に何かを

行うのは難しい 

-
1
7
-



根岸地区 地域福祉座談会 

【実施概要】 

＜第１回＞ 

○実施日時：平成 26年 7月 24日（木）１3：30～15：30 

○会場：根岸地域生活センター 

○参加人数：19名（3 グループ） 

＜第２回＞ 

○実施日時：平成 26年 8月 22日（金）13：30～15：30 

○会場：根岸地域生活センター 

○参加人数：  名（ グループ） 

【第１回：現計画の振り返り（評価）を抜粋】

１．お茶の間を全地域につくろう 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○新規お茶の間を立ち上

げる 

○既存のお茶の間事業の

拡充 

・新規のお茶の間は立ち上が

らなかったが、「健康いきいき

サロン」（年 1 回）を平成 26

年度に実施 

・11自治会中、茶の間活動が

あるのは 9自治会程度 

・根岸地区お茶の間交流会

（年 2回）を開催（大盛況） 

・お茶の間ではないが、会員

数は減少しつつあるものの、

老人会活動は活発 

・新規の茶の間は立ち上がらなか

った 

・他の自治会のお茶の間会の方た

ちと交流することができ、情報交

流会の場を設けることができた 

・自治会の総会でも、茶の間や交

流会の PR をしている 

・歩いて行ける距離に茶の間が立ち

上がってほしいので 

・茶の間も交流会も定着しているの

で、より充実させたいので 

継続 

目標にしたいところだが・・・ 

・リーダーや世話人が課題 

継続 

・お茶の間の情報が地域に伝わってい

ない（広報の工夫が必要） 

・参加者の固定化や後継者が課題 

・お茶の間で世代間交流はほとんどな

い 

座談会の様子 成果物 

-
1
8
-



○隣近所との協力体制づ

くり 

○趣味のサークル等をつ

くる 

○リーダーの育成を図る 

○地域で要援護者が取り

残されないような体制づ

くりをする 

・多世代交流 

 米づくり 

 踊り 

 あやめ祭りをはじめとした祭

り 

・カーリング大会（根岸地域ス

ポーツ振興会） 

・ゲートボール大会 

・輪投げ大会 

・ひよこクラブ（休会中） 

・どのような方法で育成して

いくのが良いか今一つ見えな

い 

・全地区に老人クラブを立ち

上げたかったが、うまくいかな

かった 

・コミ協を通じ、各自治会にお

いて支援体制の明確化を図っ

た 

・自主防災組織の立ち上げ 

・米づくり体験や白根伝統の踊り、

伝承をとおし世代間交流ができた

（白根凧音頭） 

・地域の人の顔がわかるようになっ

た 

・顔なじみになり、来年もやろうと

いう意欲があり、祭りの準備も協

力が得られるようになった 

・大人と子供が一緒に行えること

が世代間交流につながる 

・子どもたちの話題作りになってい

る 

・リーダーとなると敬遠された 

・根岸地区図上訓練実施により、

避難の際、各所危険個所などの問

題点が見えた 

・地元の体制が確認できた 

・ひまわりクラブの子どもたちも支

援者になれる 

・これらの行事をとおして、顔がわか

るようになり、普段の生活でもつな

がるようになりたいので 

・年々参加者が増えている大会もあ

り、交流の場となっているので 

・人と人のつながりが薄くなっている 

～挨拶・声掛けから地域のつながり

を！回覧板を届ける時も声掛けを 

・次世代につなげなければいけない

ので 

継続 

継続 

・各大会の準備段階から子どもたちを

参加させたい 

継続 

・老人会は必要だが、高齢になっても現

役で農作業をしており、時間の余裕が

ない 

・あいさつ運動からはじめては 

継続 

-
1
9
-



大通地区 地域福祉座談会 

【実施概要】 

＜第１回＞ 

○実施日時：平成 26年 7月 27日（日）１3：30～15：30 

○会場：大通地域生活センター 

○参加人数：49名（5 グループ） 

＜第２回＞ 

○実施日時：平成 26年 9月 7日（日）13：30～15：30 

○会場：大通地域生活センター 

○参加人数：  名（ グループ） 

【第１回：現計画の振り返り（評価）を抜粋】

１．地域で見守ろう子どもたち 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○学校と地域との協力体

制をつくる 

・民生委員と学校間の会議の

実施 

・老人クラブによる出前授業

の実施 

・セーフティスタッフとの会議

の実施 

・見守り隊が新たに結成さ

れ、セーフティスタッフと登下

校の見守り活動を実施 

・青パト活動の実施 

・校区危険度マップを全戸配

布 

・年 2回の会議により情報交換 

・クリーン作戦の説明、昔遊びの指

導、戦争体験授業の協力などで子

どもたちの教育の一環を担ってい

る 

・「防犯リーダー養成講習会」及び

「子供の体験型安全教室」講習に

参加 

・地域の茶の間や老人会の集まり

に子どもが参加し、中学生、小学

生、保育園児と少しずつつながり

を持てている 

・地域の子供たちの安全と世代間交

流が図れるので 

・見守り隊とセーフティスタッフを核

にして、活動を充実させていく必要

があるので 

継続 

・一部の人は知っているが、地域住民に

周知されていない 

・こどもたちも意図がわからずに集まり

に参加している 

・住民への周知が重要 

・学校が地域に近づいてくることが大

切 

・「ワンちゃんサークル」等をつくって、散

歩のついでに子どもたちを見守るのは

どうか 

座談会の様子 成果物 
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○隣近所との協力体制を

つくる 

○各種団体等の協働を図

る 

○既存の事業の拡充 

○多世代交流の機会をつ

くる 

・防災訓練や日頃の連絡網を

使用しての協力体制の構築

（各自治会に連絡網あるが、

訓練などで活用しているか不

明） 

・アクションプラン学習会の実

施 

・老人会の友愛活動 

・あいさつ運動を実施（小中

学校） 

・各自治会、子ども育成会、

PTA、セーフティスタッフなど

による交通安全と見守りの実

施 

・大通地域合同クリーン作戦

実施 

・中学生と老人クラブ共同ゴ

ミ拾い 

・お茶の間の拡充 

・「子育て講演会」（コミ協主

催） 

・大通夏祭りの実施 

・大通レクリエーションフェステ

・コミ協新旧役員を含めて、コミ協

全体での区社会福祉協議会の役

割、大通地区アクションプランの学

習会を実施 

⇒引継ぎがされておらず、状況が

わからない、それぞれの活動が見

えていない 

・大通近隣地区において、事件発

生時に、老人クラブ、PTA 等の組

織網を利用し、小学校児童の帰宅

時見守りに多大な効果があった 

・学校が地域の団体やボランティ

アに積極的に働きかけ、つながり

を求めるようになった（地域教育コ

ーディネーターの活動の成果） 

・中学生が町内活動を知る機会に

なった 

・不法投棄が減り、環境美化が進

んでいる 

・お茶の間は各種行事を計画して

参加者の増加を図っている 

・保育園児や小学校低学年が、茶

の間を訪問し、世代間交流をして

いる 

・子育て講演会は子育て中の家庭

に期待されている 

・夏祭りは大通ふれあい公園で実

施し、多くの住民が参加 

・要援護者はわかるが、今後、協力

する体制を構築する必要がある 

・もっと多くの地域住民に取り組みを

広める必要がある 

・今後も連携をしていくことが大切 

・子どもの見守りや子どもと高齢者

の顔の見えるつながりとなるので 

・住民が交流する機会は大切なので

継続 

・個人情報を克服する必要がある 

継続 

・情報発信、どんな情報があるのか周

知させる必要がある（良い取り組み・活

動はもっと住民に広めよう！） 

継続 

・お茶の間を知らない方々も多いよう

なので、PR・広報の仕方を工夫しよう 

・今、取り組んでいる経験者の方々が次

世代へつなげていく方法も大切 

継続～工夫が必要 
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ィバルの実施（26 年度からは

スポレクに変更） 

・大通地区文化祭（26 年度か

らコミ協へ移行） 

・子どもが楽しめる行事に変更 ・文化祭は個人作品も減り、なかなか

難しい 

・足を運んでもらうには現状をしっかり

見つめる必要がある 

２．みんなで作ろう安心安全 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○地域内でみんなの声か

け 

○災害等に対する避難体

制の確立 

・防犯だよりの発行 

・防災訓練の自治会からの連

絡 

・高齢者世帯の見守り検討 

・健康講座の実施 

・大通全地区民の公園の清掃

・警察署による安全講習会実

施 

・夜間パトロール実施 

・高齢者へ昼食会 

・敬老会実施 

・コミ協だより 

・見守り隊とセーフティ 

・公園のクリーン作戦 

・青パト 

・防災訓練の打合せ 

・自治会からの連絡 

・防災訓練研修会の実施 

・炊き出し（黄金） 

・各自治会より全戸へ配布 

・各自治会からの参加者増加 

・大通１自治会で実施開始 

・コミ協参加団体への呼びかけ実

施 

・年々参加人数が増加 

・高齢者へ詐欺被害 

・交通災害防止啓発 

・防犯意識の高まりで参加役員増

加 

・安心袋配布を含め親睦と健康確

認 

・大通全地区の防災訓練実施 

・全自治会独自の連絡網の実施確

認  

・図上訓練 

・ＨＵＧ等で知識と人材育成 

・住民が参加することでつながる 

・企業と連携しようとする動きがあ

る 

・防災訓練をきっかけに自治会の

世帯名簿を作成することができた

・これらの活動を継続させ、完成度

を高める必要があるので 

・声掛け、挨拶をもっと浸透させたい

・世代間のつながりにしたいので 

継続 

・大通は活動が多いので、中途半端に

増やさないほうが良い 

・関心が低いものは要検討（健康講座

など） 

・高齢者の見守り、体制づくりは困難 

・地域の茶の間は自治会単位で、それ

ぞれに合った方法での実施が望ましい 

継続 

・まずは家同士の付き合いをしなくては

いけない 

・つながりを残すため、班長によるイベ

ント周知で参加を促す 

・人材育成面でひと頑張りが必要 
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白根地区 地域福祉座談会 

【実施概要】 

＜第１回＞ 

○実施日時：平成 26年 7月 6日（日）１4：00～16：00 

○会場：白根健康福祉センター 

○参加人数：40名（5 グループ） 

＜第２回＞ 

○実施日時：平成 26年 9月 16日（火）14：00～16：00 

○会場：白根健康福祉センター 

○参加人数：  名（ グループ） 

【第１回：現計画の振り返り（評価）を抜粋】

１．集まる場をつくろう 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○お茶の間活動を充実さ

せる 

○既存のグループ（自治

会や趣味サークル）では難

しいが、気軽に誰もが集

まれる場づくりをコミ協で

検討する 

・保健会との話し合いから新

規にお茶の間が開設した 

・商店街で定例会 

・公園の草取り（年 3～4回） 

・お祭り前に神社の草取り 

・新たに「みの口会」「日出町お茶

飲み会」「十五間なかよし会」が開

設し、住民の交流拠点が増えた 

（清楽苑、中央郵便局、さかなま

ち、みんなの茶の間等あり） 

・コミ協で検討されたのかわからな

い 

・地域住民の交流の場なので、今後

も継続したい 

・気軽に集まれるような場は必要で

はないか 

継続 

・参加者が固定化 

・空き家を活用できないか 

・周知活動の強化が必要（楽しさを伝

える） 

・男性の参加者が少ない 

・組織化できなければ継続できない 

・主催は町内会が良いのでは 

継続 

・「ラジオ体操」をきっかけに地域の人が

集まるところもあるので、この地域でも

できないか 

・小さな単位（町内会）で検討すべき

座談会の様子 成果物 
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○心配な人に対しての訪

問活動を検討する 

・民生委員の訪問活動 

・配布物を届ける際に、班長

が声掛けをしている（独居、高

齢者のみ世帯） 

・日ノ出町のネットワーク活動 

・住民同士で気に掛けあっている ・住民による見守り活動なので 

（目標と誰が推進するのか決める必要

がある） 

継続 

・大きな町内は取り組みが難しい 

・対象者の把握が難しい 

・実施方法について検討が必要 

・子ども会から地域行事などの声かけ

を行う 

・保健会と老人会がタイアップして、実

施してはどうか 

２．みんなが地域の情報を知る 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○地区活動の PR 方法を

核実施主体が工夫する 

○お茶の間など集まる場

を活用し、地区の活動な

どを共有する 

・コミ協だよりの発行 

・ポスター、チラシ、回覧板 

・学校だよりの回覧 

・町内会の集まりで情報共有 

・コミ協ホームページ 

・既存の茶の間や、自然に集

まる場があり、地域情報を得

ている 

・自営業の仕事場に休憩時間

に男性が集まり、会話を楽し

んでいる 

・地域情報は得られている 

・多い配布物の中で、あまり記憶に

留まらないのでは 

（関心のあるものしか見られていな

い） 

・茶の間の参加状況に差はある

が、参加することにより地域情報

を得ている 

・参加できない人は他の方法で地

域情報を得なければならない 

・新興住宅地で古くからいる人と

新しい人との交流がなかなかうま

くいかない 

・世代間の交流や地区情報を知るこ

とはとても大切なので 

・高齢者が情報を得る場として、お

茶の間は有効 

継続 

・工夫しながら充実させていく必要が

る 

継続 

・男性は出不精になっている 

-
2
4
-



○災害など非常時のスム

ーズな情報伝達体制をつ

くる 

・「命の笛」を全戸配布（旭町）

・町内での災害時の援護体制

を確立（古川団地） 

・町内会で家族構成を把握

し、いざという時の協力体制

はできている（文京町、水田

町、桜町５） 

・いざという時の安心感が得られ

ている 

・限られた地区のみの実施なので、

多くの地区に広げていく必要がある

・防災訓練などを実施し、要援護者

の確認を毎年実施する必要がる 

継続 

・個人情報の問題 

3．町内会の活動を見直そう 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○まつりに積極的に参加

してもらうための働きかけ

をする 

○地区のみんなが顔見知

りになるための活動を検

討する 

・まつりでよさこいができた 

・町内総会を兼ねた懇談会

（諏訪 7） 

・花見、祭り、新年会等で年に

数回交流（中央 5） 

・お茶の間、地蔵祭り（魚 4） 

・まつりを継ぐ人が少なくなってき

た 

・8月の白根祭りで山車が少なくな

った 

・アクションプランでお茶の間が増

えた 

・町内の交流が図られた 

・少子高齢化に伴い、目標達成は難

しい 

・気軽に集まれるような場は必要で

はないか 

再検討 

① 集まるをつくろうに統合 

4．若い世代に「福祉」に参加してもらう 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○若い世代の自治会・町

内会の役員をターゲットと

して小さなことでも関心

をもってもらう工夫を検討

する 

・児童センター交流イベント

「南っ子ふゆまつり」に参加 

・「南っ子ふゆまつり」は定着した ・毎回、多くの親子が参加しており、

交流の場となっているので 
継続 
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味方地区 地域福祉座談会 

【実施概要】 

＜第１回＞ 

○実施日時：平成２６年７月２日（水）１４：００～１６：００ 

○会場：味方出張所 

○参加人数：２３名（３グループ） 

＜第２回＞ 

○実施日時：平成２６年７月２５日（金）１９：００～２１：００ 

○会場：味方出張所 

○参加人数：  名（ グループ） 

【第１回：現計画の振り返り（評価）を抜粋】

１．閉じこもっている高齢者に外に出てもらおう 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○地域ごとの茶の間を充

実させる 

○老人会の活動に積極的

に参加する 

・お茶の間のリーダーにアンケ

ート調査し、それぞれの問題

を出してもらった 

・リーダー懇談会を開催 

・趣味活動 

・近所の人が集まってお茶の

みをしている 

・日帰り演劇鑑賞は大勢の参

加 

・輪投げは約６０人の参加で

小学生の参加もあった 

・ゲートボール、草取り、楽友

荘で会員以外の参加できるお

楽しみ会を開催 

・現在、茶の間が９か所、子育てサ

ロンが１か所開催して交流をして

いる 

・活動で住民同士の交流ができた 

・輪投げでは世代間の交流もでき

た 

・住民の交流の場であるが、茶の間

をわからない人もいる 

・新しい取り組みがない 

・次世代につなげたい 

・会員の減少（400 人⇒370人） 

・クラブ数は横ばい 

・老人会は高齢者の外出を与えてく

れる大切なもの 

継続 

・工夫が必要 

継続 

・魅力ある老人会へ 

座談会の様子 成果物 
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２．交流の場を広げ、みんなで参加しよう 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○障がい児者との交流の

場をつくる 

○男性ボランティアの育

成を図る 

○地区敬老会の充実 

・リハビリ友の会 

・身体障がい者の集まり、運

動会 

・小中学校の総合的な学習の

時間 

・議論だけで終わっている 

～老人会の輪投げには男性

も参加している 

・三地区ともに盛大 

・継続していることは、交流の場が

減っていないことでもあり大切であ

る 

・障がいを理解する機会になった 

・活動するまでに至っていない 

・高齢者同士の交流の場になって

いるが、新規会員が入りづらい 

・新たな参加はなく、いつも同じ顔

ぶれ 

・関わっている人しか知らない 

・防災等に男性ボランティアの育

成が必要なので 

（日赤の活動には男手が必要） 

継続 

・新しいものではなく、既存のものを修正

する必要がある 

・青少協の登山等の活動に参加のお誘い

が必要では 

継続 

・具体的な依頼で役割を明確化 

・核になる人を育成 

・頼み上手な女性の存在 

・電球の交換等、ちょこっとボランティア 

現状維持 

※ 「座談会メンバーがもっと頻回に集まる」「誰が何を実施する＝役割分担」などがないと、次回までに忘れたり、熱がさめてしまう。 
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月潟地区 地域福祉座談会 

【実施概要】 

＜第１回＞ 

○実施日時：平成 26年 6月 25日（水）１9：00～21：00 

○会場：月潟健康センター 

○参加人数：２３名（4 グループ） 

＜第２回＞ 

○実施日時：平成 26年 8月 8日（金）19：00～21：00 

○会場：月潟地区公民館 

○参加人数：  名（ グループ） 

【第１回：現計画の振り返り（評価）を抜粋】

１．子どもを含めての世代間交流の活動をしよう 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○セーフティスタッフの活

動を充実させる 

○地域の茶の間に子供た

ちを招いて一緒に活動す

る 

・平日の 5～6人が活動 

・大別当、曲通、月潟のお茶

の間では世代間交流の日を

設けている 

・西萱場、東長嶋は？ 

・釣寄は世代ごとに集まりが

ある 

・子どもたちの見守り、声掛けを通

して安心・安全な地域づくりにつな

がっている 

・子どもが地域の大人を知る 

・子どもたちが高齢者や地域の方

と関わる機会が持てた 

・セーフティスタッフ活動は月潟・大

別当のみの活動で、地域全体の活

動にはなっていないので 

・災害時を考えても、地域での顔見

知りをつくるようにしなければいけ

ないので 

継続 

・ながら見守りで良いので、地域全体の

活動に広げられないか 

・スクールバス降車後、自宅までの見守

りが必要ではないか 

・スタッフ確保が課題 

・中学生の通学路の固定、集団登下校

はできないか 

継続 

・多世代で活動を一緒に考える時期で

はないか 

・公民館の世代間交流事業を活用した

ほうが良い 

座談会の様子 成果物 
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○ふれあいスクール（毎週

月曜日）を継続する 

・継続して実施している（参加

児童 50人ほど） 

・小学校保護者からも運営ス

タッフとして参加してもらって

いる（年 1回） 

・子どもたちが地域の大人を知る

ことができた 

・周知不足もあり、ふれあいスクール

のボランティアが少ない、継続性に

不安要素あり 

継続 

・ボランティアの募集（老人クラブに呼

びかける） 

・運営スタッフの確保（保護者以外）が

急務 

２．地域の茶の間を各集落につくろう 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○今あるお茶の間以外に

も、各集落に地域の茶の

間をつくる 

○今あるお茶の間につい

ては、継続し充実していく

・現状維持にとどまっている 

・今ある茶の間は継続実施し

ている 

・子育てサロンが月 1回開催

・立ち上がっているところはうまく

いっている 

・参加者固定化しているものの、楽

しみにしており、子どもとの交流も

ある 

・子育てサロンは就学前のこども

と母の交流の場になっている 

・新規は立ち上がっていない 

・メンバーが固定化し、新規参加者

が増えていない 

継続 

継続 

・魅力あるお茶の間づくり 

３．地区の運動会を盛り上げよう 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○月潟地区全体が参加す

ることを目標に、みんなが

楽しめる内容を工夫する 

・コミ協の会合で意識の統一

を図る 

・地域住民と月潟デイサービ

スによる夏祭り開催（運動会

ではない） 

・地域差はあるが、子どもからお年

寄りまで地域住民の交流はあった 

・参加者が不足している 
継続 

・地区役員の負担を軽減できないか 
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４．ボランティア・地区のリーダーを育成しよう 

推進目標 目標達成のために実施した主

な活動 

活動の成果 

（計画策定時からの変化） 

目標達成の度合い 継続・終了 

○今ある組織・グループの

活動を若い世代に継承す

る 

○活動を楽しく・満足感や

達成感が持てるようにす

る 

○個人個人の意識がアッ

プするような啓発事業を

充実する 

・南天の会の新規メンバーを

呼びかける 

・セーフティスタッフによる登

下校の見守り 

・中学生の奉仕活動がある 

（駅周辺の草取り、月寿荘の

窓ふき、デイサービスでの活

動） 

・南天の会では調理実習や勉

強会を開催 

・福祉のつどいを開催 

・土橋先生のお話は意識が高

まる 

・調理ボランティアの新規加入につながった

（配食ボラと調理ボラで現在、４０名ほど） 

・ボランティア活動を推奨する学校の生徒は

優秀 

・栄養指導の下、調理の工夫や献立の見直

しができた 

・南天の会と大別当の茶の間はボランティア

登録されている、茶の間は回覧板で活動を

周知し、ボランティアもやりがいを感じてい

るのではないか 

・認知症の理解を深め、地域ができること、

見守り等の意識が高まった 

・年齢的にやめる人もい

るので 

・セーフティスタッフとふ

れあいスクールはどちら

かというと個人的な要素

があり、継承しないと途

絶える可能性が高い 

・継続させるためには大

切なので 

・昔より認知症に対する

理解は深まり、隠すこと

は少なくなった、でも見

守りはまだ不十分なので

継続 

・仕事をしている人もボランティア活動に

参加できるような工夫も 

継続 

・活動が地域の人にもっと見えると良い 

継続 

・潟東では徘徊 SOS が防災無線で流れ

る、月潟でも同様にできたら 

・学童保育もいっぱいでスペースが狭い。空き教室が使えると良いのだけど… 
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